
この聖書箇所には「豚飼い」
が出てきますが、その豚飼いた
ちが特に悪く書かれているかと
いうと、そうでもなさそうで
す。

確かに、イエス様ご自身や弟
子たちを含むユダヤ人は、旧約

律法に「豚は汚れた動物」と書かれているため、
豚を食べませんでしたし、飼うこともしませんで
した。しかし、この物語の舞台、「ゲラサ人の地
方」は、異邦人によって作られた、現代日本で言
う中華街のような地域でしたし、「ゲラサ人」に
とっては、豚を食べるのも、飼うのも、普通のこ
とだったようです。

そして、少なくともイエス様は、豚を飼うこと
を特に問題視しておられないようです。もしイエ
ス様が、豚を飼うこと自体を問題視していて、養
豚業者を懲らしめるために豚をおぼれ死にさせた
のであれば、その地方の人々から「出て行ってく
れ」と言われた時に、苦言なり叱責のひと言でも
かけられたことでしょう。また、「悪霊たちを豚に
乗り移らせて、豚ごと湖に沈める」というプラン
は、イエス様ご自身が計画されたものではなく、
当の悪霊たちが言い出して、行ったことです。

あまりに異なる生活習慣は、それだけで差別や
対立の原因になってしまいます。しかしそこで、
もともとユダヤ人のイエス様は、ゲラサ人の異な
る生活習慣をも受け入れる度量の広さを示され、
異邦人の地に乗り込んでも相手を批判したり、け
なしたりはせず、代わりに一人の男性を救われま
した。そして豚の被害については、責任を引き受
けて素直に退かれたのでしょう。

ところで、この物語での「ゲラサ地方の人々」、
特に「豚飼いたち」は、経済的にかなりの損害を
受けた「被害者」です。しかし彼らは、同時に

「加害者」でもありました。彼らは一人の男性の自

由を奪っていたのです。とは言え彼らの行動は、
「必要悪」と言えなくもないものです。

しかし、そこで諦めなかったのが、イエス様で
した。イエス様はわざわざ、生活習慣からしてま
るで異なる異邦人の地に行って、その中でさらに
仲間外れにされていた人を救われたのです。
「レギオン＝たくさんの悪霊」というのは、複雑

に絡み合った様々な価値観、といったことなのか
もしれません。その中で身動きが取れなくなって
しまった男性の人生に、イエス様はいわば、一本
の筋を通されたのではないでしょうか。そうする
ことで男性は、自分の生き方を建て直し、周りか
らも「正気になった」と見えるほどに、落ち着き
を取り戻したのです。

それでは、イエス様が彼の人生に通した「一本
の筋」とは、いったい何でしょうか? それは、他の
人々の回復、和解、救いのためなら、自らの痛み
をも辞さない愛でしょう。

悪霊に取りつかれていた男性は、町の人々との
関係が断絶していたようです。そして、彼自身も
含めた皆が、それを仕方ないと諦めていました。
それは、彼のイエス様への言葉、「かまわないでく
れ」に表れています。

しかし、イエス様は彼と向き合い、立ち直らせ
ました。誰かの犠牲の上に成り立っていた仮初め
の平和をわざと崩し、しかしそこに真の平和をも
たらそうとされたのです。

結果的にイエス様は追い出されてしまいました
が、その時に悪霊を追い出された男性は、町に留
まることができています。もしかしたらイエス様
は、豚の損失の責任は自分にあると主張され、
人々の非難が男性ではなく自分に向かうように、
誘導されたのかもしれません。

私たち人間は、なかなか真の和解に至ることが
できないでいますが、それでも粘り強く相手と付
き合っていく道を、イエス様は示されたのです。
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新潟地区
第67回関東教区総会に出席して

村上教会牧師 白砂　誠一

日本基督教団第67回関東教区総会は、ソニック
シティ小ホール（大宮）で、5月30日（火）、31日

（水）に開催された。総会成立が確認された後、5
名の准允志願者の准允が秋山前議長の司式により執
行された。准允を受領した先生方と共に歩んで行き
たい。任期満了となっていた三役と宣教部委員長の
選挙が行われた。新たに選ばれた先生方と共に課題
を担いたい。（議長：東野尚志牧師、副議長：福島
純雄牧師、書記：小池正造牧師、宣教部委員長：飯
塚拓也牧師）。今回の来賓である九州教区主事・渡
邊宣博氏、九州エルピスくまもとセンター長・金聖
孝（キム・ソンヒョ）氏から、熊本大震災被災につい
て報告された。被災教会の再建が一日も早くなされ
ることを祈りたい。日本基督教団では、すでに1億
8千万円を目標額とする被災教会会堂等再建募金を
決定しているが、関東教区は4年間で総額2千万円
を目標とする議案を承認した。「熊本・大分地震通
信」第2号によれば、錦ヶ丘教会、隈府教会、湯布
院教会等の被災状況が報告されている。教団では震
災の経験（阪神大震災・東日本大震災）から、様々
なサポートが行われている。教団全体で、自然災害
による被災を受けている状況の中で、私たちは共に
歩かなくてはならない状況が明らかにされている。
今年度のナルドの壺献金の目標額は、1,200万円で
ある。「共謀罪の創設に反対する件」が提案された。
常置委員の選挙が行われる中（選挙結果は後日、郵
送による報告となった）、協議を重ねて総会声明と
して承認された。昨今、世界各地で起きるテロ事件
に対応する政府の取り組みの中で、過去の過ちを繰
り返すかもしれない状況での教区声明となった。前
三役、前宣教部委員長のお働きに感謝申し上げま
す。

群馬地区
前橋教会牧師 川上　　盾

群馬地区長として、会場設営担当責任者の役を
担いながら総会に参加しました。参加者の皆さん

も議場で長時間座りっぱなしで、それはそれでお
疲れでしょうが、裏側では多岐にわたる働きが
あって総会が支えられていることを実感しました。
スケジュール表と配置図をにらみながら、他の委
員たちと共に会場内外を走り回っていました。

熊本大分大震災の被災支援報告では、お2人の使
者から貴重なお話をうかがいました。「教会ならで
はの『きめ細かい支援』を！」という言葉が心に
響きました。ゆるやかな支援活動を継続しておら
れる働きに、我々も連なりたいと思います。

今回は「選挙総会」、そのため選挙に多くの時間
を要し、結果的に予定時間をオーバーする議事進
行となりました。特に大きな議事進行の不手際が
あったわけではありません。議場の協力がなかっ
たわけでもありません。しかし定められた時間内

（2日目午後四時まで）に常置委員本選挙に入るこ
とができませんでした。現在の関東教区総会は、
時間に関する点においては構造的な問題があるよ
うに感じます。教会会議なので礼拝や儀式が組み
込まれることは当然ですが、それらに時間がかか
り過ぎるように思うのです。残り時間が少なくな
り、審議する議案が多く残されると、意見を述べ
る人に対してイライラした気分になりがちです。
これはとてもまずいことだと思います。何とか善
処を考えていただきたいと思います。

最後に、もっと内容のある「教区総会参加者の
声」を求めるのでしたら、設営担当者以外の方に
お願いしていただければと思います。

栃木地区
宇都宮東伝道所牧師 森田　泰司

関東教区総会に参加させていただき、早くも4回
目を迎えました。初めて総会に参加した時は、事
前に送付された議事のすべてを時間内に進めるこ
とができるのだろうかと思いました。しかし、多
くの議事については、それまで各部、各委員会等
で議論を重ね、その結果を基に上程されています
から、総会の場では、総括して確認する場である
ことを理解しました。

その前提に立ち、総会の運営を見て来ると、出
席される議員一人一人が、事前に議題に充分目を

教 区 総 会 参 加 者 の 声
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通し、疑問や質問がある場合は、できる限り簡
潔・明瞭に発言し、全体の議事を速やかに進める
べきであると、感じさせられています。

また、議題の提案内容について、種々の意見が
出され、意見の一致を見ることが困難な時は、早
急に常置委員会または、各部・各委員会での議論
に付託し、そこで議論すべきであり、すでに議論
されてきた内容を、改めて、総会の場で長い時間
を取って延々と議論すべきではないとも思います。

総会で時間を取って議論すべきは、総会で初め
て提案された議案であり、教区全体に関わること
は、多くの方から意見を聞き、議案の審議をされ
るべきでしょう。その際も、全員が意見を言う時
間は取れませんので、発言者は先の発言者と発言
内容が重ならないように注意し、ポイントをし
ぼった意見をしなくては、多くの人の意見を吸い
上げる結果を得られないと思います。

以上、自分自身を含め、議員として参加する者
は、議事の進め方の要点をしっかりと理解した上
で、総会に出席することが、教区の働きをより豊
かにすることにつながるのではないでしょうか。

茨城地区
勝田教会牧師 鈴木　　光

このたびの関東教区総会は、私にとっていつも
と少し違った意味で、感慨深いものとなりました。
私たち勝田教会の出身で、この春から当教会で担
任教師として仕えてくださる綿引久美子先生の准
允に、立ち会うことができたからです。

私自身もちょうど10年前に同じ場所、同じ教区
の総会で准允を受けました。その時の興奮を忘れ
ることができません…、と書ければ格好良いので
しょうが、当時は緊張していたため、ほとんど覚
えておりません。綿引先生はと言えば、堂々と所
信表明をして、立派だなと感じました。しかし、
終わって感想を聞いてみると、「緊張して、とにか
く書いたものが間違えずに読めてよかったです」
とのこと。意外と皆、そういうものなのかもしれ
ません。それでも、小さき私たちを主は召してく
ださり、遣わしてくださる。あらためて主の導き
と恵みに畏れおののきつつ、感謝するばかりです。

総会中、以前は地区の交わりがあったけれども、
転任された先生方と再会し、文字通り旧交をあた
ためることができることも、総会の恵みでした。

特に地理的範囲の広い関東教区です。一堂に会す
る総会はやはり、大切な時なのだなと実感します。

お弁当もおいしかった。
一つだけ難があったとすれば、会場の冷房が強

かった。下の方の席だった私は、2日目の途中で体
が冷え体調が悪化し、やむを得ず早退しました。
次回からはきちんと上着を持って参加することに
します。多くの方々の尽力でなされた総会、感謝
です。主に栄光。

埼玉地区
春日部教会牧師 白石多美出

初夏を思わせるような朝、キャリーバッグに役
員会記録・教会総会記録・資料等を詰めて、教区
総会会場となつている大宮ソニックシティ小ホー
ルへと向かう。会場に着くと、もう既に受け付け
は手際よく進められている。今回は、設営は群馬
地区である。各地区に分かれて受け付けを済ませ
て、会場内自分の座席へとバッグを置きに行く。
奉仕をしてくださる方々によってスムーズに行わ
れていることに感謝しながら開始時間を待つ。定
刻が来て、出席者人数が会議成立に達しているこ
とが宣言され、始まる。礼拝は、佐藤謙吉牧師（島
村教会主任担任教師）によって「わたしは漁に行く」
と題して語ってくださいました。

漁に行った弟子たちは、不漁であったが復活の
主イエスと再会したことによって、彼らは思うに
まさった恵み（大漁）を経験する。私たちも漁を
する〈伝道をする〉ことを主の御声に聴きつつ行
うものでありたい、心に響きました。そして、聖
餐に共に与りました。

今回、私は「議案整理委員会委員長」という大
役を承った。議案は5月24日に教区事務所に提出
されたとのこと。教区規則第21条②の後半「ただ
し、緊急やむを得ないものは、この限りではない」
に該当するものであることを確認した。議案は

「共謀罪創設に反対する件」である。提案者・和田
献一兄。賛同者29名。正に緊急な議案として、議
場に審議して頂く旨を会場に伝えた。この件は、2
日目の後半で話し合われた。時間の制約の中で十
分に話し合うことはできませんでしたが、危機意
識をもつことが必要ではないだろうか。
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祝

群馬町伝道所伝道師 今
��

井
�

浩三
����

群馬町伝道所の皆様の温かい配慮と神の御導きにより、このたび准允の恵みに授かること
が出来ました。主の御心に深く感謝致します。

幼少のころ母親に連れられて日曜学校に通い始めた時から、73歳の現在まで主イエスの愛
に育まれてきました。また、教員として働く傍ら、主の導きによって、様々な困難を乗り切

ることが出来ました。
ヨハネ12章24、25節によって、神の召命を受け、困難の中に置かれている人々に寄り添いつつ生きる道

を示されました。
体力も知力も衰えてきましたが、神様の示されるところに立ち、一粒の麦となって仕えて参りたいと思っ

ております。よろしくお願い致します。

東京聖書学校吉川教会伝道師 湯
��

目
�

瑞
��

枝
�

この度、東京聖書学校吉川教会の伝道師としての働きを与えられました。伝道と教会形成
は指導者の姿勢の如何にかかっていることです。まず主イエスがペテロに「羊を飼うよう
に」「羊を養うように」と昇天の直前に命令されました。これは教師の働きの基本でありま
しょうし、今も私たちに語られています。この御旨に忠実に従っていきたいものです。そし

て天国に迎え入れられる時、よくやった忠実な僕よと言われるように願ってもいます。その為には、ただ主
を見上げ祈りつつ御霊の導きを求め、担任教師の使命を果たす所存です。

飯能教会伝道師 木
�

村
��

光
��

寿
��

3月に日本聖書神学校を卒業し、主任担任教師として埼玉県にある飯能教会に就任した伝
道師の木村光寿と申します。今後ともどうぞよろしくお願い致します。飯能教会は70年の歴
史があり、先達の信徒と歴代の牧師により神の導きのもとに造り上げられた共同体でありま
す。飯能教会の伝統に学ばせて頂き、信徒の方々と対話しながら、神はこの飯能教会に何を

求められているのかを常に問いながら、伝道師としての務めを果たして参りたいと思います。
関東教区において今後様々な交わりの場があると思いますが、先輩牧師の方々に学びながら、関東教区の

働きに共に仕えて参りたいと思います。

勝田教会伝道師 綿
��

引
��

久
�

美
�

子
�

このたび、准允を受け、勝田教会の担任教師として就任いたしました綿引久美子です。母
教会である勝田教会で仕えさせていただけることは、子育て中の私にとって、本当にありが
たいと感謝しております。私の子供たちは、教会で育てていただきました。その事を覚え、

「子供たちの信仰の育成」、また「子供たちの集まる教会づくり」に使命をもっています。ま
た、ゴスペルの賛美を通して救われていますので、賛美による伝道にも重荷があります。

神様が置いて下さったこの地で、地区の先生方、また教区の先生方と共に、福音宣教のために、ご指導を
いただきながら、主にあって一つとなって働かせていただきたいと思っています。小さな者ですが、よろし
くお願いします。
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深谷西島教会伝道師 塚
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本
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望
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2017年4月より深谷西島教会に担任教師として就任した塚本望と申します。
主からの強烈な献身への召命を受けて以来、荒野での紆余曲折を経て、改めてCコースに

て教団教師検定試験に挑み、ようやく2016年秋季試験において補教師として合格させて頂き
ました。そして去る2017年5月30日の教区総会において准允の恵みに加えられました。全て

が主の憐れみと多くの方々の祈り・支えによるものであったこと本当に感謝申し上げます。
まだまだ乗り越えなければならない問題が山積みではありますが、全てを主に委ね、思い煩うことなく、

ただ一心に伝道牧会の業に励む所存です。今後ともどうぞよろしくお願いします。

長岡
����

教会牧師 玉
��

置
�

千
�

鶴
�

子
�

今年度より長岡教会の主任担任教
師として着任いたしました、玉置千
鶴子です。

敬和学園高等学校、同志社大学で
の学びを経て、四年間水戸教会・聖光学園保育部
において過ごさせていただき、長岡教会へと参り
ました。連なるお一人おひとりの祈りのうちに招
かれたことを信じ感謝いたします。また柏崎伝道
所の代務者としてもご奉仕させていただきます。
それぞれの働きや交わりを主がこれまで守り導い
てくださったことを感謝し、その主に委ねてまい
りたいと思います。どうぞこれからも関東教区で
のお交わりをよろしくお願いいたします。

大宮教会牧師 熊
��

江
�

秀
���

一
��

新津教会（新潟地区）での22年間
の伝道・牧会を終えて、大宮教会に
転任しました。のんびりとした新津
と違い、戸惑うこともありますが、

教会と幼稚園で楽しく仕えています。私は1964年、
長崎生まれで、長崎平和記念教会が出身教会です。
高校卒業後、長崎大水害を経験して、人間の生死
を自覚し、京都にある大学の神学部に入学。卒業
後は広告代理店に就職しました。しかし企業や商
品を宣伝するよりも、福音を宣伝（宣べ伝えよ）
との召しを受け、東京の神学校に編入学しました。
新潟地区では教会と共に地区の連帯の中で育てて
いただきました。「にいがた・たがいに」の恵みで
す。主にある連帯の中で、これからも教区・地区
に仕えることを祈りとしたいと願っています。

大宮教会牧師 熊
��

江
�

知恵
� �

四月より夫の熊江秀一牧師と共に
大宮教会に赴任しました。前任地は
新津教会です。教会の兄弟姉妹や地
区の祈りに支えられ、四人の子育て

をしながら、22年間仕えてきました。新津教会は
今年度代務者によって礼拝が守られています。後
任が与えられるように祈っています。

6月18日の就任式には沢山の教会よりご出席をい
ただき、沢山のお祈りと励ましをいただきました。
ありがとうございました。出身は新潟地区の東中
通教会です。どうぞよろしくお願いいたします。

四
�

條
���

町
��

教会牧師 藤
��

秀彦
����

17年間務めていた甘楽教会から、
四條町教会に移って参りました。同
じ関東教区内の異動ではあります
が、教会によって個性は違うものだ

と改めて感じています。今回も前任地と同じく教
会と幼稚園の責任を担うことになりました。出会
う人や経験する出来事すべてが新鮮に感じられ、
毎日いい刺激を与えられています。とりわけ幼稚
園長として子どもたちと関わる時は、かけがえの
ない時です。甘楽教会は130年以上の歴史を持つ教
会ですが、四條町教会も今年で132年の歴史をもっ
ています。信仰の先達が堅実に信仰共同体を作り
上げてきたことと、宇都宮の地で自らの信仰に基
づいて地域に仕えた歩みを宝として、私たちは宣
教第2世紀をいかに作っていくことができるかを考
え、取り組んでいきたいと思っています。

着任してひとこと



四條町教会牧師 藤
��

知
�

佳
�

群馬地区の甘楽教会を辞し、4月
から栃木地区の四條町教会での牧会
に当たらせて頂いております。甘楽
教会では17年間、教会に連なる方々

や地区のみなさんに支えていただき、カンラ、カン
ラと楽しい日々でした。四條町教会では、「風」を
印象深く感じています。築100年以上の礼拝堂は、
四方から風が通り抜け、礼拝を守る時にも、さわや
かな風の流れを感じることが出来ます。清愛幼稚園
の園庭中央には、樹齢100年を超えると思われる立
派なケヤキの樹があり、毎日風に木の葉を揺らしな
がら、子どもたちに優しい木陰を作ってくれていま
す。新しく始まった日々、風を感じながら、聖霊の
息吹に満たされながら、四條町教会に連なる方々と
共に歩んでいきたいと願っています。

新発田教会牧師 新
��

保
�

能宏
����

新発田は私の故郷でもあります。
高校卒業まで、新発田で過ごしまし
た。新発田教会からの招聘により、
着任した時には帰って来たという印

象より、未知の地域での働きが始まるという緊張
感でいっぱいでした。しかし、教会員の皆様、併
設するこども園の皆様の温かなお心に感謝いたし
ております。新発田教会はこども園との関係が深
く、毎日の生活の一部となっています。また、敬
和学園大学も近くにあり、学生寮で行われる新発
田朝祷会をはじめ、学生達や先生方との出会いの
機会に恵まれています。さらに、のぞみの里とい
うグループホームが敬和学園大学の敷地内にあり
入居者さんや職員の方々との交流も楽しみです。
教区の皆様、何卒、宜しくお願い申し上げます。

新発田教会牧師 新
��

保
�

恵
��

子
�

新発田教会に赴任致しました新保
恵子と申します。新発田教会の皆様
とあやめこども園の皆様にあたたか
く迎えて頂き、感謝しております。

私は2017年3月まで萩教会に11年間、仕えており
ました。四月からは新発田教会と教会併設のあや
めこども園での奉仕も始まりました。こども園の
先生方や子ども達、保護者の皆様や、敬和学園高

等学校と敬和学園大学の教職員の皆様や学生さん
との交わりが与えられております。このような主
の豊かな恵みを賜り心から感謝しております。同
時に伝道・宣教の新たな使命を感じています。責
任の重さを覚えますが、イエス様のお導きと助け
に平安を得て歩んで参りたいと思います。どうぞ、
よろしくお願い致します。

上尾使徒教会牧師 武
��

井
�

アイ子
�

4月に上尾使徒教会に着任して、
牧会は初めてであることを申し上げ
協力して頂くことをお願い致しまし
た。協力を得て就任の処理事項を終

えた時は本当にほっとしました。教会に教会員が
いる、当然の事のようですが私には不思議な奇跡
を見る様でした。会堂に十字架があってステンド
グラスが映えている。感謝な事でした。教会総会、
一区教師会、教区総会、新任教師オリエンテー
ションも終わり、地区教師一泊研修会、又就任式
を予定しています。牧師は教会の僕と考えていま
す。忙しいのですがやらなければならない事を時
を作ってやって行こうと考えています。よろしく
お願いいたします。

敬和学園高等学校教師 與
�

那
�

城
��

初
��

穂
�

関東地区の皆様、はじめまして。
與那城初穂と申します。

3月まで、東京教区千葉支区にあ
る流山教会に仕えてきました。流山

市は千葉県の端に位置し、埼玉県、茨城県と接し
ています。距離でいくならほぼ関東教区だと思っ
ておりましたが、新年度からは関東教区に仲間入
りさせていただくことになりました。

現在、新潟市にある敬和学園高等学校の聖書科
の教師として働いています。まだまだ慣れないこ
とが多く、毎日時間に追われながらの日々です。
敬和に来て初めて聖書に触れる生徒さんの言葉や
ノートに書かれた一言は時に鋭い問いになり、ま
た新たな気づきにつながっています。聖書の時間
は週に一度ですが、学校は毎朝チャペルでの礼拝
から始まりますし、また祈りの時間も学校内でも
たれていますので、早速その実りに様々な場面で
触れられているのでしょう。ここで出会い、３年
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後には旅立っていく若い一人ひとりの命をおぼえ、
これからも引き続きお祈りくだされば幸いです。

敬和学園高等学校教師 高橋
����

詠
��

子
�

4月より敬和学園高等学校にまい
りました高橋詠子です。前任は大阪
教区の女子中高で25年聖書科教員を
しておりました。

敬和高等学校の印象は「よく祈る」「よく働く」

です。礼拝で神と自分に向き合うことから毎日が
始まるという当たり前のことを当たり前にしっか
り行うことを大切にしています。

授業後のお掃除や様々な作業でも生徒はきびき
び気持ちよくよく働きます。祈ること、賜物を生
かして働くこと、その働きが自分のためだけでな
く他者のために奉仕へと変えられていくこと、そ
れが成長という形となってあらわされるところで
働けますことを喜んでおります。どうぞよろしく
お願いいたします。
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教 区 新 三 役 挨 拶

新議長挨拶 聖学院教会牧師 東
���

野
�

尚
��

志
�

このたび、第67回教区総会において、関東教区の議長に選出されました。8年前、1県1教
区の神奈川から5県にまたがる関東教区に来て、まずはその広さに圧倒されましたが、常置
委員を3期6年務める中、全地区の総会を問安させていただき、それぞれの地域性と課題に

触れながら、ようやく教区の全体像が見えてきたように感じています。地区ごとの働きと交わりを重んじな
がら、キリストの体としての全体教会に連なる一つひとつの教会・伝道所が、喜びと望みをもって主の十字
架の福音を宣べ伝えて行くことができるよう、祈り合い、支え合う教区の歩みでありたいと願います。

新副議長挨拶 筑波学園教会牧師 福島
����

純
��

雄
�

この度の教区総会で、副議長に選出された福島純雄です。1987年からお隣の東北教区郡山
教会で24年間牧会し、大震災のあった2011年の4月に筑波学園教会へ赴任して7年目になり
ます。東北教区で12年間副議長・議長のご奉仕を致しましたので、もう教区の労苦を担う事

はあるまいと思っておりましたが、神様の御心は私の思いを越えたところにあるようです。与えられた2年
間の職責を誠実に果たしてゆきたいと思っております。「教区があってよかった」と言っていただけるよう
な教区でありたいと願っています。お支えをお願い致します。

新書記挨拶 東新潟教会牧師 小
�

池
��

正
���

造
��

この度、重責である教区書記の任に就くこととなりました小池正造です。身の引き締まる
思いです。御言葉への正義と、傾聴する謙遜をもってあたりたいと考えております。関東教
区・東新潟教会に赴任をして18年目となります。地区では古株となってまいりました。教区

ではまだまだ若手のつもりでいます。用いられることを感謝しつついます。
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常　置　委　員　　　― 教　職 ―

上尾合同教会牧師 秋山　　徹
教区議長として3期6年間奉仕の

時を過ごさせていただきました。今
度は東野尚志議長をはじめ新しい教
区四役を支えて、関東教区の宣教と

教会的な機能を果たすために常置委員として働か
せていただきます。東日本大震災の復興・再建が
一応終わって、教区として取り組むべき中心課題
を見極め、それぞれの教会が活性化し、閉塞を打
ち破って主イエス・キリストの体の生きた姿を現
すようになることを願って、乏しい知恵と力を尽
くしたいと願っています。教団の世界宣教委員会
の責任を担っていますので、教区の視野を世界の
教会との宣教の連帯に向かって開かれるための懸
け橋になればと願っています。

宇都宮教会牧師 木村　太郎
教団の「教会的機能および教務を

遂行するために」置かれた教区の働
きを、常置委員として担わせていた
だく責任の重さを感じています。

何よりもまず、関東教区のそれぞれの地にある
教会を覚え、キリストの救いの福音を宣べ伝える
教会の伝道の業のために祈りたいと思います。そ
して、主によって与えられたこの務めに誠実に取
り組んでいきたいと願っています。

力不足を重々承知の上、皆様のお祈りの内に加
えていただけますと幸いです。

妻と共に息子（高3）と娘（小4）を子育て中の
43歳。どうぞ宜しくお願いいたします。

大宮教会牧師 熊江　秀一
常置委員として選出されました。

４月から赴任した大宮教会での働き
と共に、神から与えられた務めとし
て祈りつつ仕えたいと願っていま

す。秋山徹前議長と共に、副議長を2期、その前は

宣教部委員長を1期仕えさせていただき、関東教区
のナルド献金による互助と伝道協力をその最前線
で経験させていただきました。このナルドによる
教区の連帯は教区の恵みです。この連帯がさらに
祝されることを祈っています。第一回常置委員会
で常任常置委員として選出され、部落解放推進委
員会を担当させていただくことになりました。53
歳。よろしくお願いいたします。

武蔵豊岡教会牧師 栗原　　清
第 61 回教区総会より 3 期 6 年間、

秋山徹議長と共に教区書記としてお
仕えさせて頂きました。その間、秋
山議長をはじめ皆様のご指導を頂き

ながら、多大なるご協力と祈りにより支えて頂き、
心より感謝申し上げます。神様は、欠けの多き者
をこの様に用いて、任期を全うさせて下さいまし
た。この事は、真に幸いでした。

今、教区書記の重責から解放され、肩の荷が降り
てホッとしていますが、この度、第67～68回総会期
の常置委員として選出されました。これを主のみ心
と信じ、東野議長はじめとする常置委員会で、与え
られる職務に祈りつつ共に歩んで参ります。

安
��

行
���

教会牧師 田中かおる
神学校卒業直後、埼玉地区安行教

会に着任。今年で19年目になりま
す。埼玉地区や教区の諸教会の教
職・信徒の方達に大変お世話にな

り、育てて頂いてきたことを改めて感謝いたしま
す。その恵みを少しでも教区の諸教会の為に還元す
ることができれば…という思いでおります。私達の
主イエス・キリストの体なる教団の諸教会が、キリ
ストのご委託にお応えする歩みができるようにと願
い、その為に教団の下に置かれている教区の働きが
導かれ祝されていきますようにと祈りつつこの任に
臨む所存です。



新潟教会信徒 小西　文江
この度常置委員に選任されまし

た、新潟地区･新潟教会の小西文江
です。

担当は、靖国天皇制問題委員会と
論憲ネットワークです。共謀罪が強行に成立して、
私たちの国の言論の自由が封鎖されようとしてい
ます。自由に話し合いができない社会、行動が制
限される社会にしないために、これからもあきら
めずに声を上げ続けましょう。イエスさまは主の
平和を実現するために、来て下さったのですから。
私たちも主に従い歩みつつ、行動していきたいと
思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

越谷教会信徒 豊川　昭夫
この2年間は、宣教部で書記と伝

道担当の奉仕を大変楽しくさせて頂
きました。宣教部の組織は、人間の
体で例えると手や足のように最前線

で活動する役割を担っていると思います。今回は
常置委員ですので、主に教区の大切な方向性を決
断する意思決定に関わる奉仕が多くなると思いま
す。どの奉仕も楽しくそして喜びをもって、神様
より与えられた奉仕として教区と教区内にありま
す諸教会・伝道所のために一生懸命務めさせて頂
きたいと思います。尚、関東教区のホームページ
は、今まで通り教区書記の下に作成奉仕をします
ので宜しくお願い致します。

上尾合同教会信徒 金刺　英雄
常置委員に再度任じられました上

尾合同教会の金刺英雄です。新しい
議長東野先生のもと主の御命令と受
け止め、微力ながら与えられた勤め

を果したいと思います。教区内の各教会、伝道所

の長老、役員の皆様はもとより信徒の皆様と共に
教区の働きに励んで参りたいと思います。

宇都宮上町教会信徒 國吉常喜與
私たちの教団が抱える課題は、そ

のまま教区も抱えることが多くあり
ます。よく大きな教会を、すばらし
い、立派な、と形容することがあり

ます。教会は目に見える建物だけでなく、その内
容も問われます。小規模の教会は多くの場合、強
い教会です。経過を踏まえて、結果として今があ
るからです。

大規模の教会も小規模の教会も、主のみ言葉を
宣べ伝えるよりどころとして、そのミッションの
第一が与えられているものと理解しています。教
区の諸教会と自らの属する教会が福音の源泉とな
る教会であることを祈り、主にある一致を信じ求
めます。

志木教会信徒 佐久間文雄
神の導きにより、常置委員に選任

され身の引き締まる思いです。多地
域に渡る関東教区はそれぞれの地域
で課題が違い、共に祈りつつ支え合

う事が重要だと示されています。交わりの点では
どうしても埼玉が中心になっていますが、各地域
ごとでそれぞれの宣教課題を抽出し、それを全体
で共有しながらきめ細かい話し合いをする事も求
められていると考えます。教区は教団が設置して
いますので、教団の要請に的確に応えつつ、伝道
に邁進

����

して参りたいとの願いを持っています。教
区活動に積極的に参加頂き教区としての問題と、
その解決策を共に考える為に皆様のご支援・ご協
力を宜しくお願いいたします。
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常　置　委　員　　　― 信　徒 ―



第67回関東教区総会は、2017年5月30日（火）
～31日（水）の日程で、大宮ソニックシティ小ホー
ルを会場に開催されました。
○第1日目　5月30日（火）

佐藤謙吉牧師（島村教会）の力強い励ましの御言葉
にみちびかれて開会礼拝を守り、聖餐の恵みに与
ることから総会が始まりました。礼拝後は、組織
会を経て議案審議を行いました。続いて新任教師
の紹介と隠退教師感謝と、関東教区で25年仕えら
れた教職、菊地順牧師（聖学院大学）、山岡創牧師（坂
戸いずみ）への感謝がありました。

昼の休憩では、関係学校と団体の紹介があり、
これに引き続き、来賓紹介が行われました。

午後の日程は、准允式から始まりました。今井
浩三氏（群馬町伝道所担任教師）、湯目瑞枝氏（東京聖書
学校吉川教会担任教師）、木村光寿氏（飯能教会主任担任教
師）、綿引久美子氏（勝田教会担任教師）、塚本望氏（深
谷西島教会担任教師）が、准允を受け、それぞれの教
会に伝道者として就任されます。

午後の議事は、教団問安使の石橋秀雄教団議長
から、教団議長の挨拶の紹介と説明がなされ、教
団伝道資金などについての質疑応答がありました。
関東教区総会議長、副議長の選挙と宣教部委員長
選挙、教区常置委員選挙が、議事と平行して進め
られました。教区常置委員選挙に関しては、3名連
記の選挙を提案する議案「常置委員選挙に関する
件」が審議されました。無記名投票がなされ、賛
成81、反対87で否決され、議案第9号通りに行わ
れました。なお選挙結果については、教区議長に
東野尚志師（聖学院）、副議長に福島純雄師（筑波学
園）が新たに選出され、書記には、慣例に従い議
長、副議長の協議により、小池正造師（東新潟）が
選出されました。宣教部委員長は飯塚拓也師（竜ケ
崎）が再選されました。常置委員選挙については、
教職が熊江秀一師（大宮）、秋山徹師（上尾合同）、栗
原清師（武蔵豊岡）、田中かおる師（安行）、木村太郎
師（宇都宮）、信徒が金刺英雄氏（上尾合同）、豊川昭
夫氏（越谷）、國吉常喜與氏（宇都宮上町）、佐久間文
雄氏（志木）、小西文江氏（新潟）が選出されました。
なお、教区常置委員会選挙結果は、会期中に議場
に報告承認を受けることができませんでしたので、
第67総会期第1回常置委員会において、第66総会

期常置委員の方々にお集まりいただき、選挙結果
を承認していただき、選挙結果を確定いたしまし
た。

全体協議には限界がありますので、議案や報告
は上程後、4つの分科会へ回付されました。初日の
議事の後、分科会の直前には、「熊本・大分地震」
被災救援報告が、九州教区教区主事・渡邊宣博師、
九州教区エルピス熊本センター長・金聖孝（キムソ
ンヒョ）師をお招きして伺いました。スライドにお
いて、エルピス熊本の現状報告を伺うことができ
ました。なお、時間の関係で、当初予定していた

「東日本大震災」復興支援報告、韓国基督教長老会
京幾中部老会交流報告については行われませんで
した。

分科会においては、回付された議案に関連した
発題がなされ、また活発な意見交換が行われまし
た。
○第2日目　5月31日（水）

教区総会2日目は、総会特別委員会報告、分科会
報告、關橋賢議員による日本基督教団国際青年会
議報告から始まりました。

午後には、2016年度に逝去された教師［大澤正
司（隠退・新発田教会）、石田セツ（隠退・益子教会）、室
崎節子（隠退・青海伝道所）］と信徒の逝去者追悼礼拝
を福井博文師の司式により行いました。その後、
議案の審議に入り、議案採決や、報告承認を順次
進めました。定例議案と常置委員会提案の議案は
全て承認可決されました。今総会において、今ま
で設置されていた「新潟県中越地震・新潟県中越
沖地震」被災教会・被災地支援委員会と、「東日本
大震災」被災支援委員会を統合し「災害対応支援
委員会」を設置する議案が可決されました。今後、
様々な災害について、この委員会が対応にあたる
こととなります。「熊本・大分地震」被災支援に関
する件を上程され、関東教区として今後4年間で
2000万円を目標額として献げることを可決しまし
た。これは、教会負担金の約半額となります。そ
れぞれの教会の献金目標額としてください。「日本
基督教団伝道所」廃止に関する件が、先達の歩み
を覚えつつ可決され、高谷林伝道所（栃木）、江曽島
伝道所（栃木）、久喜伝道所（埼玉）の廃止が決定さ
れました。議案28号として、「共謀罪の創設に反対
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教区書記 小池　正造

第67回関東教区総会と第1回常置委員会報告



する件」が上程され、多くの議論がなされました。
採決の結果、可決され関係部署に発送されました。
また、2017年度関東教区謝儀基準検討表について
も意見交換がなされました。

再三の時間延長がなされ、午後5時に福島純雄副
議長の聖書朗読と祈りがささげられ、第67回教区
総会を終了しました。最後にこの場をお借りして、
設営担当の群馬地区の皆様、事務局、開票委員の
ご奉仕者皆様に心より感謝を致します。

次回総会は、2018 年 5 月 23 日（水）から 24 日
（木）となります。

○第67総会期第1回常置委員会（6月6日）
・すべての議事に先立って、教区総会で行われた

常置委員会の選挙結果を確定させるために、第
66総会期常置委員に集まっていただき、承認を
受けました。

・秋季教師検定試験受験志願者の推薦について、
「正教師試験受験志願者」の坂口慶行師（水戸自
由ヶ丘）の推薦を承認しました。

・常任常置委員の選出（2名）については、選挙によ
り常置委員から熊江秀一師、秋山徹師を選任し
ました。

・第67～68回教区総会期　常任及び常設特設委員
会の各委員選出について、互選しました。

・教会記録未提出教会について、各地区長に委ね
る事を承認しました。

・「宣教綜合協議会」開催について、宣教部より
提案を承認しました。日時：7月17日（月）10時
～15時半、会場：大宮教会

・第68回教区総会日程に関して、2018年5月23日
（水）～24日（木）に大宮ソニックシティ小ホー
ルで開催することを確認いたしました。担当は
栃木地区となります。

・各種申請に関する件（敬称略）
（1）教師異動

上尾使徒教会 辞 松本のぞみ（主・正）
辞 松本　　周（兼担・正）
就 武井アイ子（主・正）

足利教会 辞 宮内　常喜（主・正）
就 荒谷　　出（代・宣）

東京聖書学校吉川教会 辞 佐々木千沙子（担・正）
就 原田のぞみ（担・正）

北本教会 就 阿部　洋治（代・補）
四條町教会 辞 川上　　揚（主・正）

就 藤　　秀彦（主・正）
就 藤　　知佳（担・正）

新発田教会 辞 下田尾治郎（代・正）
就 新保　能宏（主・正）
就 新保　恵子（担・正）

埼玉和光教会 辞 最上　光宏（代・正）
就 岩河　敏宏（主・正）

甘楽教会 辞 藤　　秀彦（主・正）
辞 藤　　知佳（担・正）

高崎教会 就 望月奈津子（担・正）
愛泉教会 辞 疋田　義也（担・正）

（2）教務教師異動
聖学院大学 辞 阿部　洋治（教・補）

辞 松本　　周（教・正）
就 五十嵐成見（教・正）

（3）巡回教師関係 辞 森野善右衛門（巡・正）
（4）教会規則変更申請

牛久教会（事務所所在地変更・全面変更）
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領収書発行についてお知らせ
これまで皆さまから頂戴した献金には、漏れなく領収書を発行しておりましたが、郵便料金値上げに

伴い、これを原則廃止とさせていただきます（第40総会期第2回常議員会にて了解済）。郵便払込取扱
票をご利用になった際に振替払込請求書兼受領証が残りますので、それをご利用ください。銀行口座か
らお振り込みの場合は、通帳記帳をもって領収の証しとさせていただきます。現金の場合は、これまで
通り領収書を発行いたします。

なお、どうしても領収書が必要な場合は、お申し付けいただければ発行いたします。皆さまから頂戴
した献金を有効に用いさせていただくためにも、この経費削減にご理解くださいますようお願い申し上
げます。

2017年8月
日本基督教団事務局
総幹事事務取扱　道家紀一



主事　金刺　裕美

第67回関東教区総会は、群馬地区の設営の大き
なお働きにより無事終りました。新執行部、常置
委員も選挙され、各委員会の構成も変わり2017年
度が本格的に始まりました。教区や各委員の奉仕
を祈りの内に憶えてどうぞお支えください。
◎「教区一覧」をお届け致しました。

教師や各委員会構成の変更をはじめ、巻末には
2017年度教区活動一覧表や、各種献金の送金先等
も記載されています。どうぞご活用下さい。ご自
分の関係する箇所を確認し、間違いがありました
ら、教区事務所までご連絡下さい。
◎送金手数料の軽減にご協力ください。

送金事務費が年々増加しています。少し手間を
かけると、大きく送金料が変わります。例えば10
万円未満の（99,998円）を送金するのに、2枚の払
込用紙（49,999円ずつ）に記してATMから送金す
ると80×2の160円で済みます。窓口では130×2の
260円、一枚で送れば340円、通帳からの送金は3
回まではゼロ、4回目からは121円に。また、10万
円を越える送金には本人確認が必要。でも、教区
では自動払込を取扱っています。送金する額を通
帳に入金さえしておけば、金額にかかわらず25円
の送金料で済むのです。まだ、教区の自動払込を
ご利用でない教会・伝道所でもご検討ください。
◎特定規模教会負担金減免申請について

教区では、現住陪餐会員10名以下の教会に対し、
申請により伝道所と同じ算出方法により減免をし
ています。申請締切は10月末です。該当教会には
お知らせをしていますので、遅れないように提出
してください。

保険事務　金刺　裕美

厳しい暑さの毎日です。夏期学校など小さい子
どもを連れてのキャンプでは、特に熱中症対策に
十分配慮して、楽しい思い出の時をお過ごしくだ
さい。
◎扶養者調書の提出、ご協力感謝します。

扶養者の異動は、5日以内に年金事務所に届ける
決まりがあります。今回も届け遅れの方が居りま
した。年間を通して、異動が生じた時は、直ちに
異動月日を明記の上、健康保険者証を教区事務所
へ返却してください。
◎算定基礎届けが終了しました。

今年9月～来年8月分までの保険等級が決定され
ます。等級に変更のある方には、保険料の変更通
知を送ります。通知なしの方は、従前の等級です。

2等級以上の変動は7月分から。1等級の変動は9
月分から保険料が変更になってきます。
◎夏季賞与社会保険料について

標準賞与額（賞与支給額の千円未満を切り捨て
た額）に、各料率をかけて算出し、8月末までに納
入してください。

※自動払込日は、8月28日（月）です。
◎厚生年金保険の料率改定について

毎年、9月分から改定されていた厚生年金保険料
ですが、今年のUPを最後に18.3％の料率に留まる
ことになりました。
厚生年金保険料 18.182％　⇒18.3％
※冬季賞与保険料は、上記料率で算出。

◎生活習慣病予防健診、受診手続きについて
早期発見や健康管理のために、年に1回の健診を

習慣にしましょう。『医療機関で受診日の予約→教
区事務所に申込み→けんぽ協会に申込み』という
流れになっています。けんぽ協会の年間予算の中
で給付されます。健診を希望される場合は、お急
ぎください。
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教区事務所だより 社会保険事務だより

編 / 集 / 後 / 記
毎年夏に発行される本紙では、教区総会参加者の感想

文を掲載しています。総会直前に行われる委員会で、議
員名簿を基に各地区から執筆者を選んで依頼し、感想を
お寄せ頂いています。突然の依頼にもかかわらず、ご協
力下さいました皆様に深く感謝申し上げます。この形で

の依頼は従前より長く続いているものと思われますが、
この方式の是非が問われつつあることは否めません。当
委員会で検討を重ね、より良い形で、多様な多くの意見
や感想を拾い上げることができるよう模索したく存じま
す。 （成田顕靖）

お詫び
本号は7月30日に発行する予定でしたが、原稿集約委員のイ
ンターネットに異常が発生し、しばらく出稿できなかったた
め、発行が大幅に遅れました。心より深くお詫び申し上げま
す。 教区通信委員会　教区書記　小池正造



（1）

日本基督教団関東教区宣教部委員会

No.81            2017年8月6日

日本基督教団 関東教区宣教部委員会
委 員 長 飯　塚　拓　也

301-0843　龍ヶ崎市羽原町1366-5
Tel．0297（64）3768

h t t p : / / u c c j k a n t o . h o l y . j p

すみずみにまで福音を宣べ伝えよう

宣教部委員長 飯塚　拓也（竜ケ崎教会牧師）
わたしはあなたを国々の光とし　わたしの救いを地の

果てまで、もたらす者とする。 イザヤ書 49章 6節
教会には、神さまの救いを宣べ伝える使命がありま

す。イザヤ書では、それを「地の果てまで」と示しま
す。かつて信仰の先達たちが、文字通り「すみずみに
まで福音を宣べ伝えよう」としてくれたように、私た
ちも「世に出ていく」宣教の業に加わるよう促されて
いるのです。
「格差社会」がますます進み、「格差」が私たち一人

一人に及び、地域にも及んでいます。富めるものと貧
しい者との溝はますます広がり、その貧しさが個人の
努力では立ち向かえないほどのものとなって直撃しま
す。私のところには認定こども園があるのですが、夫
婦の年収が 200 万円に達しないで子どもを複数育てて
いる家庭があります。経済的にかなりひっ迫しておら
れ、余裕のなさが子育てにも表れ、園生活にもさまざ
まな課題が出ています。ときには、朝食を取らないま
まで登園し、牧師館でトーストを焼いて食べさせるこ
ともあります。「負の連鎖」というのでしょうか、何
か一つでも改善できると他の改善にも向かえるのです
が、その「何か一つでも」が見いだせず苦しいのです。

7 月 17 日（月）に開催した、「関東教区の宣教を考
える集い」では、「こども食堂」の取り組みに学びま
した。ご存知のように、「こども食堂」の取り組みは
全国的な広がりを持ち、民間の多くの団体が取り組ん
でいます。その中には、教会としての取り組みもあり
ますが、その数は多くはありません。教会にも高齢化
の波が及び、やりたくてもやれない現実も少なくない
と聞きます。同時に、「そういった社会的問題は、教
会の本来の活動ではない」と最初から扉を閉ざすこと
も…。宣教を考える集いでは二つの教会のこども食堂
に学びました。その一つの教会は他教派の教会で、い
わゆる福音派に属するとされる教会です。もう一つは
日本基督教団の教会ですが、二つに共通することとし
て、「キリスト教色は極力出さない。でも、この働き
はクリスチャンだからこそできる」ということです。
ここに、「すみずみにまで福音を宣べ伝える」ことの
本質があるように思うのです。いろんな伝道のやり方

があるでしょうし、いろいろな伝道の方策があってい
いと思います。その中で、あえて聖書を開かず、「一
人一人の働きを通して」神さまの救いを伝えようとす
ることこそ、求められるこれからの伝道の方策ではな
いかと考えます。

また、「伝道」「教育」「社会」と分けて取り組みを
始めるのではなく、「この一人のために」から始める
ことも大切にしたいことです。その人が今何に苦しん
でいるのか、何を求めているのかを共にさせていただ
いて、その人と共に歩もうとする中で出てくる課題に
取り組みたいのです。聖書を教条主義的に上から投げ
かけるのではなく、「福音を共に味わう」ことを大切
にしたいと思います。「社会」が「伝道」であり、「教
育」が「伝道」なのですから。

でも、私たちは何をするにしても、「救われた者と
して、宣べ伝える」ことを忘れてはなりません。かつ
て打ちのめされ、道端に倒れて自分の力では起き上が
れなかった私を、イエス様が抱えて、必要な手当てを
し、助けてくださいました。「私がこの方に救われた」
のです。「行って、あなたも同じようにしなさい」（ル
カ 10 章 37 節）は、「救われた者として」が前提なの
です。この前提を忘れてしまうと、救いではなく裁き
が前に出るかもしれません。そう、裁きではなく救い
を伝える者でありたいと思いを新たにしています。

さて、多様な宣教部の活動です。2017 年度に予定し
ている活動の中から、以下を紹介しましょう。

■ 「第 47 回社会活動協議会」のご案内

桐生東部教会 三浦　　啓（群馬地区社会部委員長）
関東教区で毎年行われている「社会活動協議会」

は、今年は群馬地区が担当して 9 月 17 日（日）～18
日（月・祝）に高崎教会を会場に行われます。今年
は、ジャーナリストの安田浩一氏を講師にお迎えし、

「群馬における朝鮮人・韓国人の強制連行・労働の歴
史と現在のヘイトスピーチ問題｣をテーマに行います。

群馬県高崎市にある「群馬の森」（県立公園）には、
「記憶　反省　そして友好」と刻まれた追悼碑があり
ます。これは、かつて日本が朝鮮半島の植民地政策に
よって日本国内の鉱山や工場に労務動員し、事故や過
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労で亡くなった朝鮮の人々を追悼する目的で建立され
た碑です。現在、群馬県ではこの追悼碑の撤去をめぐ
る裁判が続いていますが、この裁判の原告団に加わっ
ている森野善右衛門先生からもお話をお伺いします。
群馬だけではなく、全国的に過去の過ちから目を背
け、心無いヘイトスピーチが行われる今だからこそ、
私たちキリスト者はレイシズムや隣人を「憎む」日本
の社会についてしっかりと向き合いたいと思います。
是非、お越しください。

■ 青年活動 in 新潟

関東教区青年活動担当 三浦　　啓（桐生東部教会）
今年度、関東教区の青年活動を新潟教会を会場に行

いたいと計画しています。関東教区では、毎年年度末
に KKS キャンプを開催していますが、それ以外に青
年が集える場がなかなかありません。関東教区は５地
区から成る教区で、集会を行うにも移動距離が課題と
なります。また、「青年が少ない」、「青年が忙しい」
という声もよく聞きます。しかし、だからと言って活
動しなければ、教会に繋がる青年たち同士が出会う
場、交わる場は生まれてきません。是非、教区内の教
会、伝道所の皆さんには青年活動に青年たちを積極的
に送り出してほしいと思います。

今回、新潟教会を会場に青年活動を行うのは、新潟
教会の青年会がスタディツアーで福島へ行って学んで
きたことを分かち合い、また新潟教会が東日本大震災
以降、保養プログラムとして被災地の方々と共に歩ん
でこられたことについても分かち合いたいと思っての
ことです。楽しく集い、交わるだけではなく、私たち
の周りにある課題に目を向け、祈り合い、共に考え、
語らう中でより深い交わりを持ちたいと思っていま
す。日時については検討中ですが、時間や日程の都合
上、冬の開催となりそうです。案内を楽しみにお待ち
ください。

■ 「出会う！働く！考える！
十日町雪掘りキャンプ」開催！

ディレクター 長倉　　望（新潟教会）
2004 年に起こった中越地震から 13 年。震災当時ボ

ランティアセンターの働きを担った十日町教会を会場
に、今年度も「十日町雪掘りキャンプ」を開催しま
す。今年度は 2018 年 2 月 14 日（水）～18 日（日）の
予定。「雪害」とも言われるほどの豪雪地帯で、雪掘
りに汗を流しつつ、夜は、中越地震・中越沖地震や東
日本大震災での経験に耳を傾け、「被災支援」や「ボ
ランティア」についての学びを行います。十日町雪ま

つりの日程と合わせての開催ですので、雪像作りや雪
まつりを楽しむこともできます。「出会う！働く！考
える！」の言葉通り、雪と共に暮らす人たちと出会
い、震災経験を分かち合い、共に働く仲間たちと過ご
す 5 日間です。ふるってご参加ください。

■ 関東教区 KKS キャンプ

ディレクター 小林　祥人（取手伝道所）
日時：2018 年 3 月 27 日（火）～29 日（木）
会場：アジア学院（栃木県那須塩原市）
関東教区では、高校生を対象とした KKS キャンプ

を毎年行なっております。昨年度に続き、今年度もア
ジア学院（栃木地区）を会場に 2 泊 3 日の予定です。
アジア学院での見学やワークなどの学びを通して、ま
た他の教会やキリスト教主義学校の仲間たちとの交わ
りを深める中で、自分のこと、教会のこと、そして社
会や世界でおこっている様々なことについて、想いを
分かち合ってみたいと思います。また、東北教区の仲
間たちにも参加を呼び掛けますので、教会・教区を超
えた交わりを楽しんでください。高校生のほかに青年
も参加できます。また引率者がいれば中学生の参加も
可能です。詳細は後日、お手元に案内を送付させてい
ただきます。どうぞ皆さまの教会・伝道所から若者を
お送りください。

報　告

2017年度新任教師オリエンテーション

宣教部書記 伊賀　　滋（群馬地区太田八幡教会員）
6 月 19 日（月）、20 日（火）、狭山教会（埼玉）を

会場にして新任教師オリエンテーションを開催しまし
た。参加者は 14 名で、東野尚志教区議長の開会礼拝
で始まりました。参加者の自己紹介のあと、教区が長
年取り組んでいる狭山事件の DVD 映像を放映しまし
た。その後、部落解放推進員 3 名の案内で現場を数ヵ
所訪れ、調書矛盾点の説明を受けましたが、度々の質
問に関心の高さが窺われました。事件の当人である石
川さん御夫妻にお会いすると、多くの人が握手をして
励ましていました。夕食は狭山教会の森淑子牧師と教
会員の手造りという御馳走で参加者一同大喜びでした。

2 日目は、栗原清前教区書記が来てくださり、教区
機構や責任役員変更時の手続きや教区固有の課題が説
明されました。宣教部・教師部の取り組みについては
飯塚拓也宣教部委員長と、成田顕靖教師部委員長が担
当されました。最後に村田元牧師が「日本キリスト教
団罪責告白」について目的や経緯を語られました。閉
会祈禱を以て夫々の任地に赴いて頂きました。
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■ 新任教師オリエンテーションに参加して

鹿島教会 大塚　泰惠　
前任地である宇治教会（京都府）では、転入会の際

にいただいた青木敬和先生のご著書『信徒のための神
学 ABC』に励まされておりました。昨年度から、青
木敬和先生が牧会をされ、久保田愛策先生が引き継い
で来られた、自由闊達な鹿島教会にて、夫と共に務め
させていただき、不思議なお導きに感謝致しておりま
す。狭山事件の起きたとされる場所を歩き、石川一雄
さんにお会いしました。石川さんは、お兄様が事件を
起こされたのだと思い込まされ、ご自分が犠牲になる
ことでご家族を助けようとされ、自分が犯人だと、真
実とは異なる自白をされたと知りました。二日目に
は、関東教区がなす日本基督教団罪責告白について学
びました。1984 年、第 23 回日本基督教団総会の「日
本基督教団と沖縄キリスト教団との合同のとらえなお
しと実質化の推進に関する件」の決議が挫折した状態
にある中で、「日本基督教団罪責告白」への取り組み
がなされていったとの内容に、沖縄の今も変わらない
現実を思わされました。

犠牲者について考えさせられる中で、自分の内にど
んな悲しみがあっても、隣人の悲しみに気づき寄り添
うことの大切さを感じました。参加させていただき心
より感謝致します。

■ 心をつないだ関東教区オリエンテーション

群馬町伝道所 今井　浩三
教団のオリエンテーションから、再び関東のそれぞ

れの教会に遣わされた新任教師が再会した。「主イエ
スに仕える仲間」としての意識が強く湧き出てくる。
わたしは、今会の研修が充実した内容であったこと以
上に彼らと再び会えたことが嬉しかった。狭山教会
は、機能的な、それでいて外観、内装ともに清楚で美
しかった。

研修内容は、関東教区が特に深く取り組んでいる
「狭山事件」「日本基督教団罪責告白」と教区の持つ具
体的な機能と役割であった。狭山事件は個人の人権に
ついて、その現場を見学するなかで、決して見失って
はならないもの。そして罪責告白はその基礎となる神
と私たちのイエスキリストの十字架を通した厳正な、
そして犯してはならない関係を自覚させられました。
また狭山教会の森牧師夫妻と教会員の方々の心温まる
おもてなしに感謝いたしますと共に、教会のありかた
を学ばせていただきました。

この企画を担当してくださった、教区の諸先生方役
員の皆さまに心より感謝致します。

■ 私は招かれた「関東教区」の教会員

中条教会 金子　　智
関東教区各地から新任教師が狭山教会に集い、共に

礼拝を捧げ、祈り、研修し、交わりの時を持ちまし
た。それまで、中条教会は関東教区に属する教会であ
ることは知ってはいました。重々承知してはいまし
た。しかし、「関東教区」の出来事は我がことではあ
りませんでした。

今回、集い、礼拝を捧げ、祈り、狭山冤罪事件を学
びなおし、日本基督教団の戦争責任を我がこととして
とらえることを通じて、「関東教区」が我がことにな
りました。私は日本基督教団関東教区に属する中条教
会の教会員であるとの思いを与えられました。関東教
区と血がつながりました。

なにより、狭山事件の冤罪も、戦時下日本基督教団
の行いも人間の「罪」がもたらしたことです。それら
の出来事を自分に引き寄せて考えました。「罪」は他
人事ではありませんでした。我がことでした。私の罪
は現在進行形でした。「私は罪人を招くためにきたの
である」です。私は確かに招いていただいていると得
心した研修会でした。

■ 新任教師オリエンテーションに出席して

林　　美音（埼玉中国語礼拝伝道所）
関東教区新任教師オリエンテーションに参加できま

したことは、私にとって本当に良かったと思います。
昨年の夏、台湾基督長老教会の宣教師として日本基督
教団埼玉中国語礼拝伝道所の牧師に招聘されました
が、中国語を話す人、日本語を話し通訳もできる中国
人の信徒、そして日本人の信徒たちが一堂に会して礼
拝をしているところは、日本の中で唯一この伝道所だ
けであろうと思っています。着任以来数カ月が過ぎる
中で、この伝道所の教会形成をするためには、まず、
この伝道所は、教団の一枝に属していることを学ぶ必
要があると感じているところでした。

今回のオリエンテーションで私自身が、いろいろな
ことを学びましたが、その中で一番分かりにくかった
ところは、教規（台湾では、法規といいます）の部分
でした。今年度の教区総会の時に、少し教団の教規に
ついて触れられましたが、この度のオリエンテーショ
ンで、大体のことが分かりました。

又、二日目の罪責告白について知ることができまし
たが、日本のプロテスタント教会の代表となる日本基
督教団が、一日も早くこれを全面的に実行し、キリス
トにある真の和解と平和へのリバイバルが訪れること
を願い祈っています。
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教区教会婦人会連合　総会・修養会の幸い

委員長 西谷美和子（大宮教会）

6 月 1 日（木）～2 日（金）、関東教区教会婦人会連
合第 43 回総会・修養会を大洗ホテルで開催しました。
69 教会･伝道所、236 人の参加を数えることができ、
東野尚志教区総会議長はじめ多くの牧師および兄姉を
集めてくださった神様に感謝します。今回は、茨城地
区のご準備によって、礼拝･講演･バザー・おいしい食
事・食後の交わり（茨城地区の様子を映像と共に紹
介）等々、すべてが整えられましたことを、紙面をお
借りして御礼申し上げます。

総会の目玉は、3 年にわたり審議してきた全国教会
婦人会連合（以下婦人会連合）にささげる自主献金 30
円値上げの件でしたが、賛成多数で承認されたことを
ご報告します。大事なことは、反対者がおられたこと
を忘れず、また、“少額多数”という婦人会連合の理念
を大切にしていくことだと思いました。

いよいよ、第 25 期がスタートしました。今期主題
｢キリストの愛に応え、福音の希望に生きる－ヨハネ
による福音書を学びつつ－｣を胸に、新委員（地区･教
会＝副委員長:阿久津マキ子さん（栃木･四條町）、書
記:早川妙子さん（新潟・見附）、会計:竹政ひかるさん

（群馬･安中）、広報:和田和美さん（茨城･日立）一同、
個教会･地区･教区の宣教に資するべく、互いに祈り支
え合い、キリストの愛に応える所存です。皆さまのお
祈り、諸集会へのご参加およびご協力のほど、よろし
くお願いいたします。

総会後行われた修養会では、小友聡東京神学大学教
授から、｢キリスト者は終わりをどう生きるか―コヘ
レトに聴きながら―｣と題して、示唆に富んだご講演
をいただきました。時にユーモアを交え、会場は和や
かな雰囲気に包まれました。｢明日、世の終わりが来
ようとも、今日、私はリンゴの木を植えよう｣とのマ
ルチン・ルターの言葉は、まさにコヘレトが教える生
き方であり、キリスト者は嘆かず、諦めず、絶望せ
ず、命のある限り種を蒔き続ける（宣教･伝道）生き
方をしよう」と小友先生。私たち教区婦人会連合のメ
ンバーは、ここから教会へ家庭へ職場へと散らされま
す。神様から与えられた所々で、小友先生から学んだ
｢死ぬまで種を蒔き続ける｣恵みに応えたいと思いまし
た。

｢あなたがたは世で苦難がある。しかし、勇気を出
しなさい。わたしは既に世に勝っている｣（ヨハネによ
る福音書 16:33）ことを信じ、種蒔きに励めますように
と祈ります。

開拓伝道協議会報告

書記 竹内紹一郎（深谷西島教会）
６月 26 日（月）・27 日（火）、「第 39 回開拓伝道協

議会」が守谷伝道所で始まりました。教区内各地区か
ら 20 名（内牧師は 15 名）が出席。主題を「やすらぎ
の地を求めて」として二日間の実り多き協議会となり
ました。午後２時からの開会礼拝では、竹花基成委員
長（小山）がエフェソ書４章より説教をされ、続いて
主題講演を若月健悟牧師（守谷）から伺いました。

「教団教会のない守谷に、教団教会を！」との教区を
超えた願いと地道な取り組みが西東京教区出身の若月
牧師のヴィジョンと一になり、同師の今までの奉仕教
会他の手厚い支援体制によって、開設４年で自前の土
地・建物を得て献堂され、着実に教会形成を進めてお
られる奇跡的な様子を報告して頂きました。また早く
二種教会となり宗教法人格を取得するという篤い決意
も伺いました。

その後、一昨年の関東・東北豪雨災害で被害を受け
た水海道教会を問安し、役員の方の記録映像放映後、
加藤久幸牧師より当時の様子を説明して頂きました。
夜はつくば市内のホテルで食事を取り、各教会・伝道
所の現場報告で課題や展望を分かち合いました。厳し
い伝道牧会の現況報告に、一同その痛みを共有して祈
り合う必要を痛感しました。

二日目はつくば学園教会の礼拝堂をお借りし山野裕
子牧師（久喜復活）からメッセージを頂き朝の礼拝を
捧げ、その後小池与之祐牧師が昨年献堂された神の愛
キリスト伝道所を訪問し、家庭集会から伝道所設立、
親教会の支援のもとでの土地取得、教団に止まらず広
く各方面方からの支援による新会堂建築の恵みと苦労
と現況を報告して頂きました。続いて全体協議会が行
われ、二日間の講演や訪問や協議を通してそれぞれの
厳しい課題にも前向きに取り組む力が与えられ、本協
議会の尊い働きを改めて思い知らされました。また小
教会・伝道所への財的支援と人的支援の要請がいくつ
の現場の声として重なり、関東教区にあって教会形成
に努める上で、大教会からの人材派遣を求める声が頻
りでした。合同教会（the United Church…）の日本基
督教団に於いて、各個教会主義でなく地区・教区の諸
教会の（佐渡以外は地続きの利を最大限に活用する意
味での｢点｣ではなく）｢面｣の宣教協力（近隣の大中教
会の信徒の、少人数の教会・伝道所の主日礼拝への派
遣等）に取組んで頂ければとの篤い願いを心に秘め
て、木の温もりに溢れた同伝道所を後にしました。


